
▼参加流派／
【前期】茶道宗徧吉田流青年部、宗徧流豊橋支部、
　　　松尾流、煎茶売茶流、南坊流

【後期】表千家清和会、裏千家今和会、茶道宗徧吉田流、
　　　表千家不白流
▼茶券販売／前売1,３00円（２席綴り）、当日は１席７５０円
▼問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

▼出瓶団体／
　　　嵯峨御流、華道家元池坊豊橋、小原流、南宗流、
　　　真生流、日本生花司松月堂古流、花芸安達流、
　　　日本華道松月、天生流（順不同）
▼問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

今回は、支部創立80周年を迎えた池坊豊
橋支部さんを取材させていただきました。
― 池坊豊橋支部について教えてください。
　お花に携わることがなくとも、誰もが池坊
という名前は聞いたことがあると思います。
池坊は海外も含め400の支部があり、華道
界最大の会員数となっています。その豊橋
支部が設立されたのは昭和19年です。東
海支部から独立する形で設立され、現在の
支部会員は300名程度、40名程度の教
授が地域の市民館や自宅で教室を開いて
います。豊橋支部には、池坊豊橋支部会館
としてビルがあり、これは400ある支部でも
10支部程度なんですよ。ここで、毎週火曜
日に常任役員が集まって、支部の様 な々決
め事や事務作業を行っています。今日は、こ
の３月に開催する「豊橋支部創立80周年・
青年部創立45周年 記念花展」の事務作
業を行っています。
　支部の年間行事としては、砥鹿神社献
華祭、巡回講座、名古屋花展、追善花展、
初生け式、支部花展、研究会３～４回とな
かなか充実していて忙しいんですよ。
― 先生方が華道を始めたきっかけを教え
てください。
　私は静かに座っていることが苦手だった
から（笑）、高校生のときに母に華道と茶道
を習わされました。それからよい先生、仲間
に恵まれて今日まで長く続いています。昔
は、当たり前のように嫁入り前の修行とし
て茶華道を習う文化
がありましたし、親が
習わせるという事も多
かったですよ。
　今は人々の暮しも
大きく変わりましたし、
色々な趣味があるの
でその分どうしても華
道への注目は薄れま

す。親が連れてくるようなこともなくなりまし
た。その分、「将来外国に行きたいので日
本文化を身に着けたい」とか、最初から目
的意識の高い子がお稽古に来ることが増
えました。
― 暮らしが変化し、趣味も多様化すると
若い方が華道に接する機会も減少してし
まいますね。
　そうなんです。なので豊橋支部では、ずい
ぶん前から市の教育委員会にも協力いた
だき、学校華道に力を入れてきました。現在
は、小学校１３校、高校１０校、専門学校１
校で、クラブ活動として豊橋支部が指導し
ています。玉川校区では伝統文化子供教
室として１年生～６年生まで希望者が華道
体験を行っています。小学校では男の子の
参加希望も多く嬉しいです。
― どんなことを意識して指導されていますか？
　やはり日本の季節の移り変わりや、その
中で時間とともに花が変化する美しさを感
じ、味わってもらいたいと思っています。季
節ごとの行事に合わせた花を用意したり、
子どもたちが、季節を感じながら楽しめるよ
うに工夫しています。華道を通して日本の
風土、季節の中で私たちが美しいと感じた
り考えてきたことを、次の世代へ伝えていき
たいと思っています。
― 「豊橋支部創立80周年・青年部創立
45周年  記念花展」へ力が入りますね。
　今回のテーマは『花 文化をつむぐ 未来
へ向かって Let’s go』です。コロナ禍も過
ぎ、改めて花に希望を託し未来志向で活動
してきたいと思っています。自由花で合作
の大きな展示にもチャレンジします。ぜひ皆
様ご来場ください！

　２月に入り、朝晩冷え込むこともありますが、温かい日も増え少しずつ春の訪れを感じます。気がつくと梅の花もしっかり咲い
ていました。草木は冬の間にしっかり春の準備をしていますが、事務局も春からの事業へ向けてしっかり準備を進めてまいりま
す。今号は、春の市民茶会、豊橋総合いけばな展のご案内などをお届けします。
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■ 一服の茶に新春の寿ぎを祝う

新春ご挨拶

■と　き／【前期】令和６年 4月 ７日［日］

　　　　　 【後期】令和６年 4月28 日［日］

           両日とも午前１０時 ― 午後３時

■ところ／豊橋市民文化会館

■と　き／令和６年4月27日［土］ ― 28日［日］

        両日とも午前１０時 ― 午後 4時

■ところ／豊橋市民文化会館２階展示室

池坊豊橋支部
支部創立 80 周年

■春の市民大茶会（前期・後期）を開催します。

■豊橋総合いけばな展を開催します。
■令和６年度 維持会費納入のお願い。 

　毎年恒例の春の市民茶会を開催します。お茶の作法を知らなくても気軽に楽しんで
いただける和やかな雰囲気のお茶会です。前期は桜を、後期はつつじの花を楽しみな
がら、ぜひお気軽にご参加ください。日程と参加流派は次のとおりです。

　豊橋華道連盟に所属する９流派の合同いけばな展で
す。各流派出色の作品をお楽しみください。
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。旧年中は格別の
お引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　年が明けたまさにその日に石川県能登地方で大きな
地震が発生しました。日常生活を破壊され、大切な家族、
仲間を失った人々の悲しみはいかばかりかと、心を痛めて
おります。そして、隆起し大地を切り裂く断層に、自然の脅
威を改めて感じます。
　私たちの国は、豊かな自然に恵まれる一方で、度々大きな自然災害に見舞われてお
り、私たちの暮しに大きな影響を与えてきました。日本の文化芸術には、自然に対する繊
細な感覚、自然を通して高められた美意識が宿るとともに、自然に対する脅威と畏敬の
念を感じさせるものが少なくありません。
　安全な生活すら確保されていない今、文化芸術が直接的に被災地の方々のために
できることは少ないと思います。そのことに若干の無力さを感じる一方、これまでの歴史
において、大きな災害に見舞われながらも多くの文化芸術が残され伝えられてきたのは、
困難な時には共に助け合い、柔軟に変化し共同体を維持発展させてきたからだと思いま
す。改めて先人たちの努力や気骨に敬意を抱くとともに身の引き締まる思いがします。
　新年から災害や事故といった試練と共に明けることとなりましたが、多くの試練の中で
も絶えることなく文化芸術が伝えられてきたことに想いを馳せ、決意を新たに地域の皆様
と共に協力し、引き続き地域の文化振興に取り組んでまいります。
　本年も皆様方がご健勝で益 ご々活躍されることをお祈り申し上げて、新年のご挨拶と
させていただきます。

▶会 員 期 間／令和６年４月１日～令和７年３月３１日
▶会費（１口）／普通個人会員＝3,000円　特別個人会員＝10,000円
　　　　　　　特別団体会員＝10,000円　特別法人会員＝20,000円
　　　　　　　特別賛助会員＝50,000円

　豊橋文化振興財団は、財団の目的及び事業に賛同する維持会員の皆様方の財
政的支援および文化事業への参加を通じて、本年度も安定的な運営ができており
ます。皆様方のご支援に心よりお礼申し上げます。
　光熱費をはじめとした物価上昇の影響が大きい中、誠に恐縮ですが新年度も引き
続き、ご支援・ご協力を賜りたく、令和５年度の維持会員の皆様には、３月上旬に更
新のご案内を送付させていただきます。何卒、引き続きご支援賜りますようお願い申
し上げます。

●特定公益増進法人に対する寄附金について　
当財団の維持会員としての会費は、所得税法施行令第217条第1項第3号及び法
人税法施行令第７７条第１項第３号に該当する特定公益増進法人として、寄附金
控除の対象となります。詳細につきましては、お送りするご案内をご覧いただくか、豊
橋文化振興財団事務局までお問合せください。　

公益財団法人豊橋文化振興財団

理事長　髙須博久

VOL.13 浪花の巨大迷宮と粉モン、
京あんかけ 斧路朱音

　4ケ月ぶりの関西へ…前回も面食らったが、大阪駅周辺はめま
ぐるしく変貌を遂げている。今回は梅田地下の巨大迷路に迷い
込み、目と鼻の先にあるはずの毎日新聞社ビルに辿り着くまでに
小一時間を要してしまった。翌日からのクーリエに備えて、この日は
天神橋筋六丁目に宿を取った。
　暫くの間ホテルのベッドに横になっていたが、気を取り直して
午後7時過ぎに繰り出したのは『天神橋筋商店街』…人ごみ
をかき分けながら６丁目 ( 天六 ) から１丁目〈天一 ) へと続くロン
グ・アーケードを進む。強面のオヤジたちが集うディープな飲屋
や若人で賑やかな居酒屋を横目でやり過ごしながら、真っ先に向
かった先は、２丁目 ( 天二 ) にある “浜ちゃんイチオシ”の『中村
屋』…残念なことに、シャッターが降りていて、名物《コロッケ》を
食すことは叶わなかった。重い足取りで天二から天一に進んでみ

るが、店舗も人通りも急激に
少なくなる。仕方がないので、
Uターンして軽く食事のできる
店を探すことに…“お値段以
上の大衆酒場”の謳い文句に
つられ、ふらっと入店した『ＧＯ
　ＧＡＳＨＡ53』は、カップルや
グループで賑わう。カウンター
の止まり木に腰かけ《タコス》
をつまみに生ビールを流し込
み、ほろ酔い気分でアーケード
を再び歩いていると『鳴門鯛
焼本舗』を発見！十勝産あずき
を贅沢に使った天然物の《鯛

焼》をパクつき、次いで『たこ焼道楽
わなか』の《たこせん》をハシゴ。期
せずして“浪花の粉モン”三段締め
と相成った。
　翌日、無事に大阪での用事を済
ませ、夕刻には次の目的地である京
都に入った。
　京都では仕事の間隙を縫って『京都市京セラ美術館』で開催
中の「竹内栖鳳展」を鑑賞…副題に“破壊と創生のエネルギー”
とあるように栖鳳は明治期に因襲を脱却し、革新をめざして新た
な日本画表現を模索。また円熟期の大正・昭和には画壇の重
鎮として第一線で活躍しながら多くの後進を育てたことでも知られ
る。＜写生＞をもとにしたずば抜けた描写力で魅力溢れる作品を
生み出し、圧倒的な求心力で画壇に君臨して近代京都日本画の
基礎を築いた。会場には１３０点に及ぶ初期から晩年にわたる代
表作がズラリと並び、強烈なオーラを放っていた。
　さて京都での昼食は、前回逃した『マルシン飯店』の行列に
並ぶ。満を持して注文したのは、ユー
チューブ動画でも評判の《天津飯》と
《焼き餃子》 …本音で言えば、“あ
んかけ好き”の京都人の味覚に合う
のかも知れないが、三河人の舌には
少々物足りない気がする。やはり、私
には豊橋に2店舗を構えるK 本店の

《天津飯》の味が合うようだ。特に新
店舗で腕を振るうオヤジの《天津飯》
の塩梅が絶妙で旨い！

　令和６年１月１４日、三の丸会館で豊橋茶道クラブ主催による
初釜茶会が開催された。豊橋文化振興財団加盟の豊橋茶道ク
ラブ８団体が持ち回りで初釜と月釜を担当し、本年の初釜は、宗
徧流豊橋支部が担当した。
　寄付の神楽獅子の絵に誘われて、本席に入ると、本席床には、
益田鈍翁の消息文が掛かり、青竹の花入れに紅白の梅、つくば
ねが初春の席を寿いでいた。席主の支部長後藤豊子さんによれ
ば、消息文は鈍翁所持の宮島釜の写しをつくることへの許状で、
名古屋の数寄者森川如春庵へ宛てたものだ。鈍翁所持の本歌
は、徳川家康ゆかりの茶釜である。
　干支にちなんだ香合飛龍や赤富士の平棗など席主の心配り

が楽しく、笑顔に包まれたひとときであった。
　午後３時からは、浅井由崇市長、近藤喜典市議会議長、文化
振興財団の髙須博久理事長らも、一服の茶を楽しみ、総勢160
人余の来客が訪れた。

豊橋文化豊橋文化

支部創立 80 周年記念式典

昨年のようす昨年のようす

昨年のようす昨年のようす

前売

２席1,300
円

（当日1席750円
）

お気軽に

どうぞ！

入場
無料
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はじめてのお能体験
時間／ 14時～　　場所／西村能舞台（豊橋市上伝馬町）　　講師／宝生流能楽師　内藤飛能
お問合せ／ hoshoryu.hiunkai@gmail.com
はらぺこあおむしショー
時間／ 1回目＝11時～　２回目＝13時30分～　場所／アイプラザ豊橋講堂　入場料／ 2,200円※
2歳以上有料、2歳未満は保護者1名につき膝上に限り無料。　
内容／エリック・カールの大ベストセラー絵本の世界をそのまま表現。親子で楽しめる舞台です。
豊橋茶道クラブ　月例茶会（担当／茶道宗徧吉田流）
時間／ 9時30分～　場所／豊橋市三の丸会館　会費／一般750円、会員６５０円（事前予約制）
裏千家六日会月釜
時間／ 10時～　場所／豊橋市三の丸会館　　会費／ 900円（一般参加可）　担当／清水宗澄
華道家元池坊豊橋支部創立80周年・青年部創立45周年 記念花展・・・・・・・・・・・・11日（月）まで
時間／ 10時～１７時（9日、11日は16時）　場所／穂の国とよはし芸術劇場アートスペース　入場料／無料
若駒会　日本舞踊×時代劇　－舞ひとつ　舞ひとり－
時間／ 12時30分～　　場所／豊橋市民文化会館ホール　　入場料／ 2,000円
東陽ふれあい音楽会「MIOのほのぼの音楽会３～みんなに届け！私のメロディー～」
時間／午前10時～　場所／東陽地区市民館　入場料／ 400円　出演／すずきみお、鈴木直己
第11回オオミナオバレエスタジオ発表会
時間／ 14時30分～ 17時　　場所／アイプラザ豊橋講堂　　入場料／無料　　
内容／２年に１回開催しているクラシックバレエの発表会。日頃の練習の成果を発表。
豊橋素人歌舞伎保存会第36回定期公演
時間／ 11時～　場所／穂の国とよはし芸術劇場
主ホール　入場料／無料　内容／豊橋素人歌
舞伎保存会による定期公演。演目は『弁天娘女男
白浪 浜松屋の場』『御所桜堀川夜討 弁慶上使
の場』
日曜短歌会　　時間／ 13時～　　場所／豊橋
市民文化会館2階第7会議室
水曜短歌会　　時間／ 13時～　　場所／豊橋
市民文化会館2階第7会議室
桜丘学園吹奏楽部　第37回定期演奏会
時間／昼の部＝13時30分～　夜の部＝18時30分～　　場所／アイプラザ豊橋講堂
入場料／指定席1,200円、自由席1,000円、学生500円　　内容／桜丘学園吹奏楽部中学・高校及
びOBによる演奏会。吹奏楽部１年間の集大成である「Happy sound」をお届けします。
志多ら　全国ツアーたすき　豊橋公演
時間／ 14時30 ～　　場所／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　　入場料／一般5,000円
本多正樹コンサート　豊橋市公会堂Ⅳ
時間／ 17時～　　場所／豊橋市公会堂　　入場料／ 2,500円　　内容／ラジオパーソナリティ、フ
ォークソング研究会CLUB FOLK会長の本多正樹氏によるフォークソングコンサート。
豊橋青少年音の輪事業「スプリングクリニック」成果発表コンサート
時間／ 14時～　　場所／ライフポートとよはし　　入場料／無料　内容／吹奏楽やオーケストラ等の
音楽に携わる市内在住・在学の中高生がプロ講師の指導を受け練習した成果を発表します。
日本生花司松月堂古流東三支部　春のいけばな展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１日（日）まで
時間／ 10時～15時　　場所／豊橋市三の丸会館　　入場料／無料
国際ソロプチミスト豊橋ポートチャリティ講談会「講談師 旭堂南照」
時間／ 13時30分～　場所／ロワジールホテル豊橋Dホール　会費／ 2,000円　内容／上方講談
師・旭堂南照氏による講談二話。津軽三味線デュオ「双子魂」による演奏も。
はじめてのお能体験
時間／ 14時～　　場所／西村能舞台（豊橋市上伝馬町）　　講師／宝生流能楽師　内藤飛能
お問合せ／ hoshoryu.hiunkai@gmail.com

第56回三河書芸会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７日（日）まで
時間／ 9時～ 17時（最終日は16時まで）　場所／桜ヶ丘ミュージアム（第1 ～第4展示室）　
入場料／無料　　内容／書道愛好者約80名による書道作品の展覧会
第798回邦楽鑑賞会
時間／ 18時～　　場所／豊橋市公会堂　　入場料／無料　　内容／市内邦楽団体による発表会
春の市民茶会（前期）
時間／ 10時～ 15時　場所／豊橋市民文化会館　茶券／ 1,300円（2席綴）　
山本愛花音ピアノライブ～「Spring Aroma」ツアーファイナル～
時間／ 18時30分～　会場／穂の国とよはし芸術劇場アートスペース
入場料／大人2,000円、小人1,000円　　内容／ 2ndミニアルバム「Spring Aroma」収録のオリジナ
ル曲を中心に山本愛花音の音楽世界をお届け。ギタリスト福田将也氏とのセッションも。
琵琶演奏会 “逝く春に詠う”
時間／ 13時～　会場／豊橋市民文化会館リハーサル室　入場料／無料　内容／古典楽器琵琶の
良さを伝えるとともに、日頃の練習の成果を発表。「売花翁」「壇ノ浦」他を発表。
水曜短歌会
時間／ 13時～　　場所／豊橋市民文化会館2階第7会議室
茶道×クラシック音楽～ヴァイオリンとチェンバロ演奏～
時間／①11時～　②14時～　場所／豊橋市三の丸会館　入場料／ 3,000円　内容／薄茶点前
のデモンストレーションの後、抹茶とお菓子を召し上がりながら、ヴァイオリンとチェンバロ演奏を。
日曜短歌会
時間／ 13時～　　場所／豊橋市民文化会館2階第7会議室
第41回日本水彩画会豊橋支部展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28日（日）まで
時間／ 9時～ 17時　会場／豊橋市美術博物館　入場料／無料　内容／ 6月の全国公募展「第
111回日本水彩展」に向けて支部員の作品を発表。
豊橋総合いけばな展【春】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28日（日）まで
時間／ 10時～ 16時　　場所／豊橋市民文化会館展示室　入場料／無料　
春の市民茶会（後期）
時間／ 10時～ 15時　場所／豊橋市民文化会館　茶券／ 1,300円（2席綴）　
豊橋少年少女合唱団第44回定期演奏会
時間／ 14時～　会場／ライフポートとよはし　入場料／ 1,000円（3歳以下無料）

豊橋文化　2024年2月発行

市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なしに変更になる場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。
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新春文化団体交流会を開催しました。

伝統文化こども教室（茶道・華道）を開催しました。

　12月下旬～１月上旬にかけて、冬の伝統文化こども教室を開催しました。夏休みに体験できなかった児童
を中心に、「華道の部」「茶道の部（表千家）」「茶道の部（裏千家）」の３つの講座を開催しました。

　1月2６日、ホテルアークリッシュ豊橋にて「新春文化団体交流
会」を開催しました。3０の文化団体、豊橋市長、中日新聞社ほか
地元メディア、財団支援者の方々、文化振興財団役員など、総勢
９０名の参加がありました。財団理事長のあいさつ、浅井市長の祝
辞、また各文化団体へのインタビュー、満帆会による日本舞踊の
披露等、盛りだくさんのにぎやかな会となり懇親を深めました。

■

■

■今号の一枚 佐竹 照代
 「蜘蛛の糸」　油彩、キャンバス、S30 号

静岡大学教育学部芸術文化課程卒。主体
美術中部会員。「ART’S Challengers」
メンバー。「げん展」メンバー

　人間の根源的な姿を造形に表し、私達は
いったい何者であるのか、どのように在るべ
きなのかを改めて問い直すことを目標、また
主題として制作を行っています。

「佐竹照代油彩展ー砂中の鼓動ー」
会期／ 2024 年２月４日（日）～３月３日（日）
10:00 ～ 18:00（最終日は 17:00 迄）
会場／アートエイジギャラリー（豊橋市向山
西町３-2 東海フレーム 2F）

会期／令和６年３月8日（金）～ 11日（月）
　　　午前10時～午後５時（9日、11日は午後４時まで）
会場／穂の国とよはし芸術劇場アートスペース
入場料／無料
内容／支部会員による展覧会。今年は支部創立８０周
年、青年部創立45周年記念花展として開催します。

日時／令和６年４月２９日（月・祝）　１４時開演（開場は30分前）
会場／ライフポートとよはしコンサートホール　　入場料／ 1,000円（自由席）※３歳以下無料
指揮／田辺菜美子　ピアノ／加藤真弓、三浦真理子　チケット取扱い／穂の国とよはし芸術劇場
窓口、豊橋市民文化会館事務所、ライフポートとよはし総合案内所、オリエント楽器豊橋店

日時／令和６年３月１６日（土）　１２時３０分開演（開場は30分前）
会場／豊橋市民文化会館ホール　　入場料／ 2,000円（自由席）
チケット取扱い／穂の国とよはし芸術劇場窓口、豊橋市民文化会館事務所、出演者　他

［第１ステージ］日本の歌　花、みかんの花咲く丘、紅葉 他
［第２ステージ］昭和～令和★アニメラインアップ　銀河鉄道９９９、残酷な天使のテーゼ 他
［第３ステージ］同声二部合唱とピアノのための物語組曲「ディックとねこ」

―  花 文化をつむぐ 
        未来へ向かって let’s go ―

華道家元池坊豊橋支部創立８０周年
青年部創立４５周年　記念花展

豊橋少年少女合唱団 第44回定期演奏会

若駒会日本舞踊×時代劇 ― 舞ひとつ　舞ひとり ―

第１部：時代劇『瞼の母』若駒会×陽炎座　 第２部：日本舞踊発表 若駒会

昨年のようす昨年のようす

華道の部華道の部 茶道の部（表千家）茶道の部（表千家） 茶道の部（裏千家）茶道の部（裏千家）

「弁天娘女男白浪　浜松屋の場」「弁天娘女男白浪　浜松屋の場」
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